
 

 

 

 

 

 ５月になり暖かい日が多くなりました。外で活動する機会が増えるとともに、けがをして保健室

へ来る人もだんだん増えています。保健室利用については「保健だより４月号」や「高校生活の手引

き」でお知らせしていますが、中には利用の仕方が間違っている人もいます。もう一度しっかり確認

し、みんなで気持ちよく保健室を利用しましょう！ 

 

保健室利用時の約束 

 

◎ 緊急時以外は休み時間、放課後に利用しましょう。 

 

◎ 原則、保健室での休養はできません。 

養護教諭が必要と判断した場合は、1時間の休養を認める場合があります。 

 

◎ 薬は使用しません！ 

    保健室は病院ではないので、皆さんに薬をあげることはできません。 

鎮痛剤・頭痛薬など、常備薬は日頃から持ち歩くようにしましょう。 

 

 

 

 

 

◎ 自分でできる処置は自分でしましょう。 

    けがをしたら保健室へ直行するのではなく、水で洗うなど自分で 

できる処置は自分で行いましょう。 

 

 

◎ 継続的に処置することはできません！ 

保健室では、基本的に学校生活中に起こったけがの応急処置を 

行います。原則、絆創膏の貼り換え等は行いませんので、家で 

けがをした場合や継続的な処置が必要な場合は自分で準備し 

てください。 

 

 

 

 

 

 

平成２９年５月９日 

石川県立金沢二水高等学校 

        保健室 

ハンカチやティッシュ同様、 

エチケットとして絆創膏を 

常に持っておきましょう★ 

 

※「湿布をください」という人がよくいますが、 

湿布は痛み止めの貼り薬（解熱鎮痛剤）です！ 

湿布も飲み薬同様あげられません。 

 



                      健康診断の結果、受診が必要な人にはお知らせ

を渡しています。なるべく早く医療機関へ受診す

るようお願いします。受診後は、用紙をすみやかに

保健室へ提出してください。 

 

 

 

 

熱中症に注意！ 

 

熱中症は真夏になるものと思いがちですが、実は暑さに慣れていない今の時期にも起こりやすい

です！！体育の授業や部活動、二水アクト等、これから暑い中で活動する機会がもっと増えていき

ます。今のうちから熱中症の対策をしていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


